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担 当 科 目 塑性加工学 / 工業数学 2/ トピックゼミ I/ 専門ゼミ / プレゼンテーション演習 / 軽金属構造材料学（大学院）
専 門 分 野 材料物理学 / 材料強度物性学 / 接合科学

論文・報告

「金属固溶体における粒内変形支配型超塑性」（学位論文）
「Solid Solution Hardening and Precipitation Hardening of α2-Ti3Al in Ti － Al － Nb Alloys」 （Materials Transactions, 2017）
「摩擦撹拌処理された 5083 アルミニウム合金の高温変形中のミクロ組織とその後の室温機械的特性」（軽金属，2017）
「微細粒アルミニウム固溶体での高温変形中の粒界すべりと溶質雰囲気引きずり運動の共存」（まてりあ，2017）
「Superplastic Elongation Through Deformation Mechanism Transition During High-Temperature Deformation in Thermally Unstable 
Fine-Grained Aluminum Solid Solution Alloy」 （Key Engineering Materials, 2016）他

著 書 「工科系の物理学実験 << 新装版 >> 第 1 版 第 9 刷」（学術図書出版，2009）

所 属 学 会
軽金属学会（平 9.6 ～）/ 日本金属学会（平 10.1 ～）/The Minerals, Metals and Materials Society （TMS） ，USA（平 10.9 ～）/ASM International, USA（平
10.12 ～）/Materials Research Society （MRS）, USA（平 11.1 ～ 15.3）/ 溶接学会（平 12.3 ～）/ 日本塑性加工学会（平 13.4 ～）/The Institute of Materials, 
Minerals and Mining （IOM3）,UK（平 14.2 ～）/ 超塑性研究会（平 15.11 ～）/ 日本機械学会（平 17.1 ～）/ 日本材料学会（平 21.9 ～）/ 軽金属溶接協会（平 23.5 ～）
/ 日本マグネシウム協会（平 24.12 ～）/ 日本チタン協会（平 29.12 ～）

学会委員等
日本溶接協会 東北地区溶接技術検定委員会 第 30・31 期 溶接技能者評価員 福島県担当（平 18.4 ～ 21.8）/ 日本溶接協会 東北地区溶接技術
検定委員会 第 30・31 期 委員（平 18.4 ～ 21.8）/ 溶接学会 東北支部 平成 20・21 年度 商議員（平 20.1 ～ 21.8）/ 日本金属学会 中国四国支部 
支部委員（平 29.3 ～ 30.3）他

学 外 活 動
EMSES （Eco-Energy and Materials Science and Engineering Symposium） Steering Committee（平 29.9 ～）/Technical Conference 
Committee （Eco-Energy and Materials Science and Engineering Symposium）（平 28.12）/International Committee （International Society 
on the Fusion of Science and Technologies）（平 28.6 ～）/ 日本材料学会 信頼性工学部門委員会 材料強度信頼性分科会 委員（平 27.9 ～）/
日本材料学会 四国支部 第 15 期 会計（平 26.3 ～ 27.2）/ 日本材料学会 信頼性工学部門委員会 金属材料疲労信頼性データ集積評価委員会 委
員（平成 25.1 ～）他

受 賞 歴 The 6th International Symposium on the Fusion of Science and Technologies （ISFT 2017） Academic Award （平 29.7）
軽金属学会 平成 15 年度 論文新人賞（平 15.11）

現在の研究課題
１． 軽金属材料の超塑性現象に関する研究

　アルミニウム合金，マグネシウム合金における微細結晶粒超塑性（高速超塑性・低温超塑性），粗大結晶粒組織における粒内変形支配型の超塑性的
挙動に関する高温変形機構の解析，および塑性加工への応用を目指す．

２． 摩擦撹拌現象を利用した固相接合と組織制御に関する研究
　摩擦攪拌接合（Friction Stir Welding：FSW）を基盤技術とした固相接合，および超塑性現象発現のための組織制御法としての活用を目指す．

３． 粉末冶金法による機能性材料の創製
　粉末冶金法による抗菌材料の創製を目指す．
共同研究キーワード
超塑性 / 固相接合 / 金属材料 / 耐熱材料 / 高温変形（クリープ）/ 組織制御 / 金属組織解析 / 粉末冶金 / 熱処理 / 力学特性 / 信頼性工学 / 抗菌材料
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博士（工学）
（芝浦工業大学・平 15）

芝浦工業大学工学部金属工学科卒（平 10.3）/ 芝浦工業大学大学院工学研究科材料工学専攻修士課
程修了（平 12.3）/ 芝浦工業大学大学院工学研究科地域環境システム専攻博士（後期）課程修了（平
15.3）/ 横浜国立大学エコテクノロジー・システム・ラボラトリー中核的研究機関研究員（非常勤
講師・PD）（平 15.4 ～ 15.8）/ 茨城大学工学部附属超塑性工学研究センター研究員（非常勤講師・
PD）（平 15.9 ～ 17.3）/ 日本大学工学部総合教育物理学教室助手（平 17.4 ～ 21.3）/ 香川高等専門
学校（旧高松工業高等専門学校）機械工学科講師（平 21.9 ～ 26.3）/ 香川高等専門学校機械工学
科准教授（平 26.4 ～ 30.3）/ 物質・材料研究機構構造材料研究拠点エネルギー構造材料分野耐熱
材料設計グループ NIMS 特別研究員（平 28.4 ～ 30.3）/ 富山県立大学工学部准教授（平 30.4 ～）

■経   歴

担 当 科 目 材料科学工学 / 機械材料学 / 粉粒体プロセス工学（大学院）

専 門 分 野 材料物理化学 / 複合材料工学 / 微粒子工学

論文・報告
「太陽電池用シリコン製造プロセスの開発に関する物理化学的研究」（学位論文）
「Organic/Inorganic Nanocomposites Prepared by Mechanical Smashing of Agglomerated Silica Ultrafine Particles in Molten Thermoplastic Resin」（Polymers for Advanced Technologies，2006）
「Silica/Perfluoropolymer Nanocomposites Fabricated by Direct Melt-Compounding: A Novel Method without Surface Modification on Nano-Silica」（Journal of Nanoscience and Nanotechnology，2007）
「Melt Flow and Mechanical Properties of Silica/Perfluoropolymer Nanocomposites Fabricated by Direct Melt-Compounding without Surface Modification on Nano-Silica」（Journal of Nanoscience and Nanotechnology，2009）
「有機／無機ナノコンポジットのフィラー成分としてのシリカナノ粒子凝集構造の事前制御」（粉体工学会誌，2014）

著 書

「シリカ微粒子の特性と表面改質および分散 ･ 凝集の制御」（技術情報協会，2009）（分担執筆）
「新版 複合材料・技術総覧」（産業技術サービスセンター，2011）（分担執筆）
「ポリプロピレンの構造制御と複合化、成形加工技術 －フィラー、強化繊維との界面制御／異種材料との接着－」（技術情報協会，2016）（分担執筆）
「ポリマーナノコンポジットの開発と分析技術」（シーエムシー出版，2016）（分担執筆）
「配線基板」（特許 4775995 号）
「樹脂組成物、樹脂層、積層体、配線板および配線板の製造方法」（特許 4972958 号）

所 属 学 会 日本金属学会（平 6.4 ～）/ 資源・素材学会（平 8 ～）/The Minerals, Metals & Materials Society （TMS）（平 10.2 ～）/ 日本材料学会（平 15.4 ～）/ 高分子学会（平
18.1 ～）/ フィラー研究会（平 26.7 ～）/ プラスチック成形加工学会（平 26.11 ～）/ 日本化学会コロイドおよび界面化学部会（平 27.9 ～）

学会委員等
「21 世紀における革新的非鉄製錬技術の開発に関する調査研究」委員会委員（資源・素材学会）（平 13.4 ～ 16.11）/ 資源・素材学会編集委員会 編集委員（平
20.1 ～ 23.12）/ 日本金属学会東海支部・日本鉄鋼協会東海支部庶務幹事（平 22.3 ～ 23.3，平 28.3 ～ 29.3）/ フィラー研究会運営委員（平 27.1 ～）/ 日
本学術振興会素材プロセシング第 69 委員会アソシエイトメンバー（平 29.5 ～）

学 外 活 動 内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付上席政策調査員（非常勤）（平 23.4 ～ 25.3）

受 賞 歴 第 2 回日本鉄鋼協会・日本金属学会奨学賞（平 6.3）/ 材料・構造の複合化と機能化に関するシンポジウム論文賞（日本材料学会複合材料部門委員会）
（平 20.3）/ 第 35 回資源・素材学会奨励賞（平 22.3）/ 第 13 回 CERI 最優秀発表論文賞（日本ゴム協会）（平 25.12）/

現在の研究課題
１．液中におけるナノスケールのコロイド粒子の分散・凝集挙動の解析と制御

ナノスケールの寸法をもつ材料の特異的な特性を活かした材料設計においては、ナノ材料の凝集を如何に防ぎ分散を維持するかが重要になる。コロイド化学や
DLVO 理論に根ざしたナノ物質の液中での分散・凝集の理解と制御技術の確立に取り組むと共に無機ナノ粒子とポリマー材料との複合化技術への展開を見据えた
基礎的知見の集積を目指す。

２．フィラー／樹脂母相間界面相互作用を活用したナノコンポジットの設計開発と高機能化
ナノフィラーの表面改質を前提とした無機／高分子系ナノコンポジットの従来型調製技術とは異なる表面改質フリーの簡易調製法を開発し、フィラーと樹脂母

相に形成される広大な界面での相互作用を能動的に活用したナノコンポジットの創製を目指す。最終目標は複合則を凌駕するナノコンポジットを実用工業材料と
して社会実装することである。

３．樹脂中のフィラー配列をナノレベルで制御したコンポジットの創製と新規機能付与
通常のフィラー／高分子系ナノコンポジット開発の多くは、発現される機能・特性に影響を及ぼすナノフィラーの分散性の向上に目を向けられてきた。本研究

では、分散性向上よりも技術的ハードルの高いナノレベルでのフィラーの配列制御を実現した無機／高分子系コンポジットの創製と新機能の発現に挑む。
共同研究キーワード
微粒子 / ナノコンポジット / プラスチック / 分散・凝集 / コロイド化学 / 力学特性 / 熱特性
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博士（工学） 
（名古屋大学・平 11）

名古屋大学工学部材料機能工学科卒（平 6.3）/ 名古屋大学大学院工学研究
科材料機能工学専攻博士課程前期課程修了（平 8.3）/ 名古屋大学大学院工
学研究科材料機能工学専攻博士課程後期課程修了（平 11.3）/ 名古屋大学
大学院工学研究科助手（平 11.4 ～ 19.3）/ 同大学助教（平 19.4 ～ 22.1）/
同大学講師（平 22.2 ～ 30.3）/ 富山県立大学工学部准教授（平 30.4 ～）

■経   歴


